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西洋史論集

　
　
業
績
一
覧

　
『
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
を
『
人
文
科
学
論
集
』
、
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
を

　
『
文
学
部
紀
要
』
と
記
す
。

　
著
書
・
研
究
論
文

　
1
　
「
＝
二
八
一
年
目
反
乱
（
ウ
オ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー
の
反
乱
）
に
関
す
る
研

　
　
究
」
『
北
大
史
学
』
四
、
昭
和
三
二
年
一
箇
月

329　8　7　6　54
「
《
ブ
イ
エ
フ
ー
ー
ラ
ン
ト
》
考
古
」
『
北
大
史
学
』
八
、
昭
和
三
六
年
三
月

「
〈
批
判
と
反
省
〉
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
制
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
i
木
村
尚

三
郎
氏
の
論
稿
に
よ
せ
て
」
『
歴
史
学
研
究
』
二
五
二
、
昭
和
三
六
年
四

月
「
《
フ
イ
エ
フ
睡
ラ
ン
ト
》
考
」
『
史
学
雑
誌
』
七
三
の
一
、
昭
和
三
九
年
㎝
月

「
封
建
制
か
ら
官
僚
制
へ
ー
イ
ギ
リ
ス
」
『
歴
史
教
育
』
＝
二
の
六
、
昭
和

四
〇
年
六
月

「
一
四
・
一
五
世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
ー
イ
ギ
リ
ス
」
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
＝
　
（
中
世
五
）
』
、
昭
和
四
五
年
一
〇
月

『
西
洋
史
展
望
』
（
第
三
章
近
代
前
期
、
第
五
章
現
代
第
一
節
・
第
三
節
）

堀
米
庸
三
監
修
、
晶
文
社
、
昭
和
四
七
年
三
月

「．

}
貯
σ
q
、
。
。
。
一
①
葵
。
。
、
に
関
す
る
二
つ
の
試
論
」
『
人
文
科
学
論
集
』
九
、
昭

和
四
七
年
＝
一
月

「
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
行
政
機
関
に
お
け
る
閑
貯
σ
q
．
ω
9
①
昏
。
。
」
堀
米

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10

庸
三
編
『
西
洋
中
世
世
界
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
人
年
一

一
月

、
．
じ
。
切
ぎ
冨
。
h
穿
σ
q
冨
巳
⑳
己
同
げ
①
旨
O
。
目
Φ
。
江
8
鼠
昏
昏
①
図
旨
σ
q
ロ
培
甲

置
。
。
㎝
．
．
評
腎
O
冨
『
人
文
科
学
論
集
』
一
｝
、
昭
和
五
〇
年
｝
月

．
．
田
珍
8
。
。
○
物
鐸
σ
q
冨
巴
。
巳
目
げ
①
旨
O
o
目
Φ
o
島
8
鼠
窪
些
①
獣
一
コ
σ
q
”
昌
謬
－

鼠
G
。
呪
．
評
コ
ぎ
。
『
人
文
科
学
論
集
』
一
二
、
昭
和
五
一
年
一
月

「
ギ
門
フ
ル
カ
ン
『
領
主
制
と
封
建
制
』
一
比
較
研
究
の
た
め
の
覚
書
き
」

『
人
文
科
学
論
集
』
一
四
、
昭
和
五
三
年
三
月

「
中
世
後
期
に
お
け
る
国
家
と
教
会
」
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
会
『
イ
ギ
リ
ス

史
研
究
』
二
九
、
昭
和
五
五
年
四
月

「
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
行
政
機
関
に
お
け
る
長
官
職
1
＝
一
七
二
年
か
ら
一

四
八
五
年
ま
で
（
上
）
」
『
人
文
科
学
論
集
』
　
八
、
昭
和
五
七
年
三
月

「
．
、
寄
コ
σ
Q
、
ω
。
一
①
爵
ω
．
．
の
下
限
考
1
、
、
寄
コ
σ
q
、
の
の
Φ
冥
磐
訂
、
．
考
（
序
ご
『
人

文
科
学
論
集
』
二
〇
、
昭
和
五
九
年
二
月

「
中
世
後
期
に
お
け
る
．
、
閑
ぎ
α
q
．
。
。
。
り
興
惹
9
G
。
、
ご
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
研
究
会

『
イ
ギ
リ
ス
中
世
社
会
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
六
〇
年
二
月

「
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
と
教
会
」
学
生
社
『
中
世
史
講
座
』
五
、
昭
和

六
〇
年
三
月

「
ロ
ン
ド
ン
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
大
教
会
と
国
王
行
政
（
上
）
」
『
文
学
部
紀

要
』
三
六
の
一
、
昭
和
六
三
年
一
月

「
ロ
ン
ド
ン
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
大
教
会
と
国
王
行
政
（
中
ご
『
文
学
部
紀

要
』
三
六
の
二
、
昭
和
六
三
年
三
月

「
ロ
．
ン
ド
ン
聖
マ
ル
テ
イ
ヌ
ス
大
教
会
と
国
王
行
政
（
下
）
」
『
文
学
部
紀
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要
』
三
七
の
一
、
昭
和
六
三
年
一
｝
月

「
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
。
王
立
自
由
礼
拝
所
“
一
J
・
H
・
デ
ン
ト
ン
の
所

説
に
関
す
る
覚
書
（
上
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
七
の
二
、
平
成
一
年
二
月

「
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
。
王
立
自
由
礼
拝
所
“
I
J
・
H
・
デ
ン
ト
ン
の
所

説
に
関
す
る
覚
書
（
下
ご
『
文
学
部
紀
要
』
三
八
の
一
、
平
成
一
年
九
月

「
〈
再
説
〉
ロ
ン
ド
ン
聖
マ
ル
テ
イ
ヌ
ス
大
聖
堂
一
J
・
H
・
デ
ン
ト
ン
の

所
説
に
関
す
る
覚
書
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
八
の
二
、
平
成
二
年
一
月

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
”
司
教
補
佐
“
1
一
三
〇
〇
年
か
ら
一
五
四
一
年
ま

で
一
（
上
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
八
の
三
、
平
成
二
年
三
月

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
。
司
教
補
佐
“
1
㎝
三
〇
〇
年
か
ら
一
五
四
一
年
ま

で
一
（
中
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
九
の
一
、
平
成
二
年
一
一
月

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
。
司
教
補
佐
“
1
＝
一
一
〇
〇
年
か
ら
一
五
四
一
年
ま

で
一
（
下
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
九
の
二
、
平
成
三
年
二
月

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
司
教
補
佐
の
代
行
者
委
任
1
＝
九
八
年
か

ら
一
四
七
一
年
ま
で
一
（
上
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
三
九
の
三
、
平
成
三
年

三
月「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
司
教
補
佐
の
代
行
者
委
任
1
｝
一
九
八
年
か

ら
一
四
七
一
年
ま
で
一
（
中
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
〇
の
一
、
平
成
三
年

夏
月
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
司
教
補
佐
の
代
行
者
委
任
一
＝
九
八
年
か

ら
一
四
七
一
年
ま
で
一
（
下
ご
『
文
学
部
紀
要
』
四
〇
の
二
、
平
成
四
年

三
月「
〈
史
料
所
見
〉
諒
N
象
魯
N
o
㌦
鳶
尊
書
超
凡
亀
砺
に
お
け
る
教
皇
官
僚

3132333435363738

1
＝
九
八
年
か
ら
一
四
七
［
年
ま
で
一
（
上
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
〇

の
三
、
平
成
四
年
三
月

「
〈
史
料
所
見
〉
爵
N
鶏
審
㌧
◎
、
書
恥
N
寒
冒
§
に
お
け
る
教
皇
官
僚

1
＝
九
八
年
か
ら
一
四
七
一
年
ま
で
一
（
中
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
一

の
一
、
平
成
四
年
九
月

「
国
王
統
治
と
官
僚
聖
職
者
－
中
世
イ
ギ
リ
ス
」
『
歴
史
と
地
理
』
四
四

七
、
平
成
四
年
＝
月

「
〈
史
料
所
見
〉
爵
N
魯
魯
㌧
壁
書
曳
魯
好
琳
§
に
お
け
る
教
皇
官
僚

一
一
一
九
八
年
か
ら
｝
四
七
一
年
ま
で
一
（
下
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
一

の
三
、
平
成
五
年
二
月

「
〈
史
料
所
見
〉
爵
N
魯
母
。
㌧
奪
畿
鍾
ぢ
叫
§
に
お
け
る
教
皇
官
僚

一
一
㎜
九
八
年
か
ら
一
四
七
一
年
ま
で
一
（
追
補
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四

二
の
一
、
平
成
五
年
一
一
月

又
史
料
所
見
〉
聖
職
者
に
お
け
る
教
皇
・
国
王
へ
の
同
時
両
属
1
｛
一
九

八
年
か
ら
＝
二
〇
四
年
ま
で
一
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
二
の
二
、
平
成
六

年
一
月
「
教
皇
官
僚
の
給
養
と
在
イ
ギ
リ
ス
聖
職
禄
」
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
研
究
会

『
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
と
国
家
』
山
川
出
版
社
、
平
成
六
年
二
月

「
〈
史
料
所
見
〉
国
王
直
属
の
ク
レ
ー
リ
ク
ス
と
カ
ペ
ラ
ー
ヌ
ス
ー
一
二
一

六
年
か
ら
一
二
七
二
年
ま
で
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
二
の
三
、
平
成
六
年

三
月「
〈
史
料
所
見
〉
修
道
会
聖
職
者
の
在
俗
聖
職
禄
占
有
一
一
二
一
六
年
か
ら

一
二
七
二
年
ま
で
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
三
の
一
、
平
成
六
年
一
〇
月

103一
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3
9
　
「
中
世
後
期
イ
ギ
リ
ス
の
聖
職
禄
に
関
す
る
覚
え
書
き
一
術
語
の
分
類
・

　
　
　
整
理
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
三
の
三
、
平
成
七
年
三
月

　
ω
　
「
中
世
後
期
イ
ギ
リ
ス
の
聖
職
禄
に
関
す
る
覚
え
書
き
一
術
語
の
分
類
・

　
　
　
整
理
（
追
補
）
」
『
文
学
部
紀
要
』
四
四
の
㎜
、
平
成
七
年
八
月

　
4
1
　
「
〈
史
料
所
見
〉
中
世
後
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ク
レ
ー
リ
ク
ス
ー
ー
レ
ー
ギ

　
　
　
ス
の
給
養
」
北
海
学
園
大
学
『
人
文
論
集
』
九
号
、
平
成
九
年
一
〇
月

　
㎎
　
二
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
司
教
管
区
の
行
政
l
R
・
L
・
ス

　
　
　
ト
ー
リ
の
所
説
の
紹
介
と
解
説
1
（
上
）
」
北
海
学
園
大
学
『
人
文
論
集
』

　
　
　
一
〇
号
、
平
成
一
〇
年
三
月

　
4
3
　
「
一
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
司
教
管
区
の
行
政
I
R
・
」
・
ス

　
　
　
ト
ー
リ
の
所
説
の
紹
介
と
解
説
1
（
下
）
」
北
海
学
園
大
学
『
人
文
論
集
』

　
　
　
＝
号
、
平
成
一
〇
年
一
〇
月

二
　
書
評
・
翻
訳
・
学
会
発
表
等

　
1
　
〈
紹
介
と
批
判
〉

　
　
　
堀
米
庸
三
『
西
洋
中
世
世
界
の
崩
壊
』
『
北
大
史
学
』
五
、
昭
和
三
四
年

　
　
　
五
月

　
2
〈
学
会
発
表
〉

　
　
　
「
ブ
イ
エ
フ
目
ラ
ン
ト
考
」
史
学
会
大
会
　
西
洋
史
部
会
（
東
京
大
学
）
、

　
　
　
昭
和
三
五
年
一
…
月

　
3
　
〈
新
刊
紹
介
＞

　
　
　
F
・
L
・
ガ
ン
ス
ホ
ー
フ
（
森
岡
敬
一
郎
）
『
封
建
制
度
』
『
史
学
雑
誌
』

　
　
　
七
七
の
一
二
、
昭
和
四
三
年
一
二
月

8 7 6 5 410 9

〈
書
評
〉

イ
ギ
リ
ス
中
世
史
研
究
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
研
究
』
『
史
林
』
五

三
の
四
、
昭
和
四
五
年
七
月

〈
学
会
発
表
〉

「
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
行
政
機
関
に
お
け
る
江
づ
σ
q
、
ω
9
①
昏
ω
」
社
会
経

済
史
学
会
大
会
　
西
洋
史
部
会
（
横
浜
市
立
大
学
）
、
昭
和
四
八
年
五
月

〈
書
評
〉

ジ
ョ
セ
ブ
・
ス
ト
レ
イ
ヤ
ー
（
鷲
見
誠
一
）
『
近
代
国
家
の
起
源
』
『
北
大

史
学
』
一
五
、
昭
和
五
〇
年
七
月

〈
書
評
〉

田
中
正
義
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
期
経
済
史
の
諸
問
題
』
『
史
学
雑
誌
』
八

八
の
六
、
昭
和
五
四
年
六
月

〈
書
評
〉

城
戸
　
毅
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
世
紀
－
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
と
国

制
一
一
九
九
i
一
三
〇
七
年
』
『
法
制
史
研
究
』
三
一
、
昭
和
五
七
年
三

月
〈
書
評
＞

F
・
W
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
（
小
山
貞
夫
）
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
憲
法
史
』
『
法

制
史
研
究
』
三
二
、
昭
和
五
人
年
三
月

く
再
版
校
訂
V

ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ロ
ウ
（
堀
米
庸
三
）
『
ド
イ
ツ
中
世
農
業
史
』
創

文
社
、
昭
和
六
〇
年
二
月

O
Φ
g
σ
q
く
8
じ
口
国
［
O
ぎ
O
Φ
ω
o
匡
。
窪
㊦
島
国
α
Φ
暮
ω
o
び
窪
轡
9
。
巳
ミ
一
蓉
の
。
冨
鴨
計 104一
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pD

[
画
Φ
ヨ
三
三
①
臣
器
の
Φ
房
ロ
竃
碧
窃
す
巻
計
町
の
叩
く
8
張
工
①
紆
一
畠
鐸
d
α
q
ρ

一
Φ
ω
S

〈
書
評
〉

鶴
島
博
和
二
一
二
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
け
る
《
h
Φ
＆
量
》
概

念
に
つ
い
て
ー
ケ
ン
ト
O
p
簿
⑩
吾
碍
《
大
司
教
領
を
主
た
る
素
材
と
し
て
」

他
二
点
『
法
制
史
研
究
』
三
四
、
昭
和
六
〇
年
三
月

〈
回
顧
と
展
望
〉

「
一
九
八
四
年
の
歴
史
学
界
－
中
世
イ
ギ
リ
ス
」
『
史
学
雑
誌
』
九
四
の

五
、
昭
和
六
〇
年
五
月

〈
書
評
＞

S
・
B
・
ク
ラ
イ
ム
ズ
（
小
山
貞
夫
）
『
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
行
政
史
概

説
』
『
法
制
史
研
究
』
三
六
、
昭
和
六
二
年
三
月

〈
試
訳
と
解
説
〉

「
「
二
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
聖
マ
ル
テ
イ
ヌ
ス
大
教
会
一

R
・
H
・
C
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
論
文
の
試
訳
と
解
説
1
」
『
東
海
大
学
札
幌

教
養
部
彙
報
』
七
、
昭
掬
六
二
年
六
月

四
鍔
O
』
①
く
一
ρ
．
．
亭
①
O
。
嵩
Φ
σ
Q
Φ
。
h
ω
d
蕾
国
江
『
一
Φ
あ
冨
巳
。
・
巳
窪
Φ
診
－

　
　
　
　
　
　
ね
で

pD

]
ξ
層
一
一
ω
守
課
層
ト
§
§
§
嚢
賊
爵
N
惑
。
農
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